はぎわら しん ざぶ ろう まご だな とも ぞう つ やなぎし ま 

萩原 新 三 郎は孫 店に 住む 伴 蔵 を 伴れ て、 柳 島の 

横 川へ 釣に ハ$ つていた。 それ は 五月の 初めの ことで 

あった。 新 三郎は 釣に 住っても 釣に 興味 はない ので、 

吸 筒の 酒 を 飲んで いた。 

ぜん いしゃ ぼうず やまもと しじょう 

新 三郎は 其の 数ケ月 前、 医者 坊主の 山 本 志 丈と いつ 

しょに 亀 戸へ 梅見に 往 つて、 其の 帰りに 志 丈の 知って 

い いじまへ いざえもん はたもと 

い る 横 川の 飯 島 平左衛 門と 云う 旗下の 別荘 へ 寄 つ たが、 

其の 時 平左衛 門の 一 人 娘のお 露 を 知り、 それ以来お 露 

のことば かり 思って いたが、 一 人で お 露 を 尋ねて 往く 



ふすま 

其処へ 境の 襖 を 開けて 入って 来た ものが あった。 そ 

れ はお 露の 父親の 平左衛 門であった。 二人 は 驚いて 飛 

まん rhi リ 

び 起きた。 平 左 衛門は 持って いた 雪洞 を さしつけ るよ 

うにした。 

「露、 これへ 出ろ」 それから 新 三郎を 見て、 「其の 方 は 

何者 だ」 

新 三郎は 小さくな つていた。 

「は、 てまえ は 萩原 新 三郎と 申す 粗忽 もので ございま 

す、 まことに どうも」 

おこ いき 

平 左 衛門は 憤って 肩で 呼吸 をして いた。 平 左 衛門は 

お 露の 方 をき つと 見た。 



おれ 

「伴 蔵、 俺の 首が 落ちて やしない か」 

きせる かんく ぴ 

「そうです ねえ、 船べ りで 煙管 を 叩く と、 よく 雁首が 

川の 中へ 落ちます よ」 

「そうじゃない、 俺の 首 だよ、 何処に も 傷が 附 いて や 

しな レカ」 

「じょうだん 云つ ちゃい けません よ、 何で 傷が つくも 

のです か」 

やがて 新 三 郎は船 を 急がせて 帰って来 たが、 船から 

あがる 時、 

「旦那、 こんな 物が 落ちて おります よ」 

と 云つ て、 ffi: 蔵の さしだした 物 を 見る と、 それ はさ つ 



で、 こうやって いるから、 萩原 さまに 万一 の 事が あつ 

< らし 

て は、 生活が たちません から、 どうか 生活の たちゆく 

ようにお 金 を百両 持って来て ください。 そうすれば、 

き つ と剝 がして おきます と 云う が い いよ」 

と 云った。 

うち 

その 翌日、 伴 蔵と おみね は 新 三郎の 家へ 住って、 無 

ぎょうず い 

理に新 三郎に 行水 をつ かわす ことにして、 伴 蔵が 三 

畳の 畳 を あげる と、 おみね が 己 の 家で 沸した 湯と 盥 

きもの 

を 持って来た。 そこで 新 三郎は 衣服 を 脱ぎ、 首に かけ 

ていた 彼の 海 音 如来のお 守 を 除った。 
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